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１．取組の対象組織・活動
組織の概要

（１） 名称及び代表者名
三浦国土建設株式会社
代表取締役社⻑  三浦 宏之

（２） 所在地 大分県大分市大字津守60番地の1
大分県大分市大字下郡字外園565番地

（３） 環境経営管理責任者氏名及び担当者連絡先
専務取締役  ＴＥＬ 097-569-4641
常務取締役 ＦＡＸ 097-569-4349
総務管理部⻑

（４） 事業内容 ≪建設業許可≫
大分県知事 許可（特−4）第1322号
土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業
舗装工事業、水道施設工事業、解体工事業

≪産業廃棄物収集運搬業許可≫
大分県知事 第04402010454号
廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず
ガラスくず等、がれき類 以上8品目
令和5年10月28日
令和10年10月27日

（５） 事業の規模 設立年月日
資本金 3,000万円

（６） 事業年度 期⾸ 7月 〜 期末 6月

（７） その他

認証・登録の対象組織・活動
登録組織名 三浦国土建設株式会社

本社事務所
資機材置場

活   動 全社、土木工事、舗装工事を対象としています

本 社
資 機 材 置 場

責 任 者
担 当 者

許 可 番 号
産 業 廃 棄 物

の 種 類
許 可 の 年 月 日
許可の有効期限
収 集 運 搬 実 績

運 搬 車 両

1,472
81

38
782
91

6,637

782
91

6,637
倉庫床面積

資機材置場床面積
91

6,637

37
事務所床面積

38
782

㎡

㎡
㎡

1,516
59

百万円

許 可 番 号
建 設 業 の 種 類

令和5年度
Ｒ5.7〜Ｒ6.6項目 令和7年度

Ｒ7.7〜Ｒ8.6

昭和47年1月27日

単位 令和6年度

売上高
工事件数
従業員数

件
人

Ｒ6.7〜Ｒ7.6
949
80

認証

土木・舗装工事の施工

範囲登録番号
QMS41558
HSM40663

0195788

ISO9001：2015
ISO45001：2018
ISO14001：2015

1台 2台 3台 1台
2ｔダンプ 3ｔダンプ 4ｔダンプ 8ｔダンプ

担 当 者

がれき類 木くず 汚泥
727.34ｔ 1.73ｔ 21.73ｔ

- 2 -



２．環境経営方針

環境経営理念

私たちは、土木建設業としての事業活動において、環境問題に対して継続的改善が
重要であると認識し、環境負荷の低減と、地域の環境保全に対する活動を自主的・
積極的に取り組んでいきます。

環境保全への行動指針

１．次の事項について環境経営目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

① 二酸化炭素排出量の削減（低炭素社会への対応）
1. 電力の使用量の削減
2. ガソリンの使用量の削減
3. 軽油使用量の削減
4. 灯油使用量の削減

② 廃棄物の削減及び再資源化の推進（循環型社会への対応）
1. 一般廃棄物量の削減
2. 一般廃棄物の分別排出による再資源化の推進
3. 産業廃棄物（最終処分廃棄物）量の削減
4. 産業廃棄物（特定建設資材等）の再資源化の推進

③ 排出量の削減（水資源の保全）
1. 水道水使用量の削減

④ 建設工事現場における環境への配慮
1. ICTを活用した施工の推進
2. 資材搬入路の適正化

⑤ 社会貢献
1. 地域の環境活動への積極的な参加
2. 請負現場周辺の環境活動への積極的な参加

２．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

３．環境への取り組みを環境経営レポートとしてとりまとめ公表します。

平成25年 5月31日 制定
令和 6年11月 8日  改定

大分県大分市大字津守60番地の1
三浦国土建設株式会社
代表取締役社⻑ 三浦  宏之
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３．組織図

役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境経営管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営活動計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境教育訓練計画/実施記録表の承認
・環境経営目標・環境経営活動計画書を確認
・環境教育訓練記録の確認
・各部門の特定された緊急事態への対応のための手順書の承認
・各部門の緊急事態の試行・訓練の確認
・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告
・問題点の発見・是正、予防処置の確認
・代表者へ全体の評価と見直しの提案
・環境経営レポートの確認
・環境経営管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営活動計画書原案の作成
・環境経営活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく順守評価の実施
・従業員に対する教育訓練の実施
・環境関連外部との窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・自部門における環境経営方針の周知
・自部門に関連する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・環境経営方針の理解と環境経営への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境経営管理責任者

環境事務局

各部門

全従業員

管理部 工事部

各工事現場

代表取締役社⻑

代表取締役社⻑
三浦 宏之

総務部

環境経営管理責任者

EA21環境事務局
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４．環境経営目標（年間）

年間環境経営目標

目標 単位
令和8年度

（R8.7〜R9.6）

目標

令和9年度
（R9.7〜R10.6）

目標

基準年度対比 -1% kg-CO₂ 41,343 40,926

18,417 18,231

（△1％） （△2％）

現場 活動目標の実践

22,926 22,695

（△1％） （△2％）

現場 活動目標の実践

活動目標の実践

0 0

（△1％） （△2％）

297 294

（△1％） （△2％）

一般廃棄物
総量の70％

% 70%以上 70%以上

45.13 44.68

（△1％） （△2％）

再資源化率
100%

% 100% 100%

事務所 年間198m3以内 ｍ3 198 198

現場 活動目標の実践

活動目標の実践

活動目標の実践

月1回以上 回 12 12

年3件以上 回 3 3

※電気の二酸化炭素排出量係数は、令和6年度調整後排出係数の0.449kg-CO2/ｋWｈを使用しています。
※年度の期間は7月〜6月とする
※現場での目標は、数値目標では仕事量の増減により評価が左右される為、平成28年度より活動目標を実施できたか否かで評価する。

環境経営目標

基準年度
令和7年度

（R7.7〜R8.6）

実績

二酸化炭素排出量の削減
（事務所エネルギー使用量の合計）

41,761

76.3%

産業廃棄物（特定建設資材等）の再資源化の推進
（ｺﾝｸﾘｰﾄ，ｱｽﾌｧﾙﾄ，木くず，鉱滓）

二酸化炭素排出量の削減
電力の使用量の削減(kg-CO2）

〔活動目標〕
・ソーラー式保安設備の使用によるCO2削減
・工期内検査の遵守によるCO2削減

二酸化炭素排出量の削減
ガソリンの使用量の削減(kg-

CO2） 〔活動目標〕
・ソーラー式保安設備の使用によるCO2削減
・エコドライブ運動によるCO2削減

二酸化炭素排出量の削減
軽油の使用量の削減(kg-CO2）

※現場のみ
〔活動目標〕 ・排出ガス対策型建設機械の使用によるCO2削減

基準年度対比 -1%事務所

基準年度対比 -1%
二酸化炭素排出量の削減

灯油の使用量の削減(kg-CO2）
※事務所と現場(事務所)の合計

請負現場周辺の清掃活動の実施 9

廃
棄
物
排
出
量

一般廃棄物の分別排出による再資源化の推進
（ｺﾋﾟｰ用紙，廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ，空缶，ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ）

地域の清掃活動の実施 12社
会
貢
献

100%

188

〔活動目標〕 ・苦情ゼロ（散水による環境(防塵)対策の徹底）

一般廃棄物の最終処分量
（埋立，焼却）の削減（kg）

基準年度対比 -1% kg 300

45.59

〔活動目標〕 ・経路図の作成・設置

〔活動目標〕
・実施可能な現場で運用
・セミナーへの参加による知識の習得

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

kg-CO₂ 18,603

23,158kg-CO₂

kg-CO₂ 0

ｔ基準年度対比 -1%
産業廃棄物の最終処分量

（埋立，焼却）の削減（ｔ）

基準年度対比 -1%事務所

排
水
量

排水量の削減
水道水使用量の削減（m3)

ICTを活用した施工の推進

資材搬入路の適正化

建
設
工
事
現
場

に
お
け
る
環
境

へ
の
配
慮
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５．環境経営活動計画・SDGｓとの関連

不要照明の消灯

設備の空運転防止

ソーラー式保安設備の情報収集と利用

工期内検査を遵守することで無駄な電力消費を省く

アイドリングストップ 燃費のよい車の購入（更新時）

冷暖房の控え目使用

ソーラー式保安設備の情報収集と利用

軽油使用量 現場のみ 排出ガス対策型建設機械を使用する 燃費のよい重機の購入（更新時）

ウォームビズ運動 暖房の適温化

ミスコピーの防止 帳票見直しによる印刷物の削減

分別収集の徹底 マイ箸、マイカップ、マイ水筒運動の推進

分別収集の徹底 シュレッダーの活用

裏紙使用

古紙回収ボックスの利用

工事現場での分別の徹底 リサイクル可能な処理業者への委託

資機材置場設置の分別コンテナへの分別徹底

工事現場での分別の徹底 リサイクル可能な処理業者への委託

資機材置場設置の分別コンテナへの分別徹底

事務所 節水呼びかけ

現場 散水の適正実施、地域への配慮・トラブルを防止

環境配慮施工の推進 ICT活用セミナーへの参加

建設ディレクターとの連携

経路図の作成・設置

会社周辺地域の清掃活動を月1回以上実施する

現場周辺地域の清掃活動を年3回以上実施する

目標達成への活動項目

一般廃棄物
（埋立・焼却物）

一般廃棄物の
再資源化の推進

産業廃棄物
（最終処分）
産業廃棄物

（特定建設資材等）
の再資源化の推進

主な短期計画 中期計画

空調の適温化

SDGs

ガソリン使用量

事務所

現場

目標 取組項目

事務所

現場

灯油使用量

電力使用量二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

SDGs

排水量
削減

社会
貢献

廃
棄
物
削
減
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

SDGs

SDGs

地域の清掃活動の実施

請負現場周辺の清掃活動の実施

SDGs

ICTを活用した施工の推進

資材搬入路の適正化

建設工事
現場にお
ける環境
への配慮

水道水使用量
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６．環境経営目標・実績・評価

令和7年度（令和7年7月〜令和8年6月）

目 標 実 績
基準年度

対比
目標対比 評 価

ｋｇ-CO₂ -3% 32,915 31,927 41,761 126.9% 130.8% ×

事務所 ｋｇ-CO₂ -3% 13,989 13,569 18,603 133.0% 137.1% ×

現場 - 活動目標の実践〔活動目標〕 ○

事務所 ｋｇ-CO₂ -3% 17,960 17,421 23,158 128.9% 132.9% ×

現場 - 活動目標の実践〔活動目標〕 ○

ｋｇ-CO₂ -3% 〔活動目標〕 ○

ｋｇ-CO₂ -3% 966 937 0 0% 0% ○

kg -3% 239 232 300 125.5% 129.3% ×

% 一般廃棄物
総量の70％ 79.1% 70%以上 76.3% ― ― ○

ｔ -3% 27.20 26.38 45.59 167.6% 172.8% ×

% 再資源化率
100% 100% 100% 100% ― ― ○

事務所 ｍ3 年間210ｍ3以内 196 210 188 95.9% 89.5% ○

現場 - 活動目標の実践〔活動目標〕 ○

- 活動目標の実践〔活動目標〕 ○

- 活動目標の実践〔活動目標〕 ○

回 月1回以上 12 12 12 100% 100% ○

回 年3件以上 8 3 9 113% 100% ○

※電気の二酸化炭素排出量係数は、令和3年度調整後排出係数の0.382kg-CO2/ｋWｈを使用しています。

※事務所で使用する都市ガスは、使用量が少量（全体の0.1%程度）の為、環境経営目標の削減対象にしていません。

※建設現場で使用するLPGは、原材料であり、環境経営目標の削減対象にしていません。

※年度の期間は7月〜6月としています。

※目標対比は、目標/実績としています。

    建設現場を含めた全体の二酸化炭素排出量の実績は、279,276kg-CO₂です。

水道水使用量
排
水
量

廃
棄
物
排
出
量

軽油の使用量

灯油の使用量

一般廃棄物の最終処分量
（埋立，焼却）

一般廃棄物の分別排出による
再資源化の推進

産業廃棄物の最終処分量
（埋立，焼却）

産業廃棄物（特定建設資材等）の
再資源化の推進

請負現場周辺の清掃活動の実施

単位 目標
（基準年度対比）

基準年度
令和4年度

令和7年度

ソーラー式保安設備の使用によるCO2削減
工期内検査の遵守によるCO2削減

苦情ゼロ
（散水による環境（防塵）対策の徹底）

排出ガス対策型建設機械の使用による
CO2削減

ソーラー式保安設備の使用によるCO2削減
工期内検査の遵守によるCO2削減

環境経営目標

社
会
貢
献

電力の使用量

ガソリンの使用量

地域の清掃活動の実施

二酸化炭素排出量の削減
（エネルギー使用量の合計）

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

環
境
へ
の

配
慮

ICTを活用した施工の推進

資材搬入路の適正化

実施可能な現場で運用あり
セミナー参加 9人が10回

経路図の作成・設置
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７．環境経営目標の達成状況・是正策（次年度の主な取組）

達成状況 是正策と次年度の主な取組

是正策

二酸化炭素排出量は目標対比で130.8％であり、目標達成できなかった。
社内ＩＴ化に伴う電気機器の増加や工事現場が遠方である等の可能性が考えられる
ため、社員一人一人が無理せずにできる範囲でのエコ活動の呼びかけを行う必要が
ある。

次年度の
主な取組

引き続き、活動内容の再確認・再検討を行いながら、環境に配慮した活動を継続し
ていく。
定期的に具体的な取組方法を社員へ発信し、節約への呼びかけを継続していく。

是正策
IT化等により電化製品の使用が増加しているが、空調の適温化、クールビス・
ウォームビスの意識の向上を図る必要がある。

次年度の
主な取組 定期的な使用状況の公表をすることで、節約意識を高めるように呼びかけを行う。

是正策
ソーラー式保安設備の使用はできている。
工期遅延の現場はなかった。

次年度の
主な取組 ソーラー式保安設備、工期内検査の遵守を継続していく。

是正策 夏場のアイドリングをしないように注意する。

次年度の
主な取組 エコドライブの内容をモニター掲示し、意識の向上につなげていく。

是正策 電力使用の削減と同様にソーラー式保安設備の使用を確認した。

次年度の
主な取組 現場では削減出来ているようなので、エコドライブの再確認をしていく。

是正策 排ガス対策機械の使用は徹底できた。

次年度の
主な取組 燃費に配慮した運転も心掛けながら、活動を継続していく。

是正策 使用なし。

次年度の
主な取組 電気ヒーターへの使用に切り替わったことで、電気使用量にも配慮していく。

是正策 ゴミ処分時に、出来る範囲での分別の再確認を行う。

次年度の
主な取組 通常業務にて排出される廃棄物は致し方ないため、確実な分別を呼び掛けていく。

是正策 再資源化は確実に出来ている。

次年度の
主な取組 継続していく。

是正策 達成できなかった。仕事内容によるものである為、対比はできにくい。

次年度の
主な取組 工事現場での分別の徹底、マニフェスト管理の徹底を継続していく。

是正策 達成できた。

次年度の
主な取組

再資源化は確実に出来ている。
現場や資機材置場での分別を徹底し、活動を継続していく。

是正策 引き続き無駄遣いのないように呼び掛けていく。

次年度の
主な取組 節水の意識向上が出来ている。引き続き取り組みを継続していく。

是正策 散水・清掃の徹底にて、苦情なく達成できた。

次年度の
主な取組 継続していく。

是正策 実施可能な現場ではICT活用ができている。

次年度の
主な取組 セミナーへの参加も積極的に行い、新技術の習得を継続していく。

是正策 会社付近の清掃活動・公共工事の現場周辺での清掃活動はできている。

次年度の
主な取組 新しい現場の施工計画作成時に合わせて、経路図の確認を行う。

二酸化炭素排出量の削減
（エネルギー使用量の合計） ×

電力の使用量

事務所

現場

×

○

○

○

排
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量
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ル
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ー
使
用
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○

事務所 ×

ガソリンの使用量

現場
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○

灯油の使用量

一般廃棄物の最終処分量
（埋立，焼却）

一般廃棄物の分別排出による
再資源化の推進

産業廃棄物の最終処分量
（埋立，焼却）

社
会
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献

○
地域の清掃活動の実施
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産業廃棄物（特定建設資材等）
の再資源化の推進
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現場
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○

○

廃
棄
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×

環
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配

慮
ICTを活用した施工の推進

資材搬入路の適正化 ○

×
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８．二酸化炭素排出量の削減 グラフ一覧
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９．活動状況

以前から交流のある近隣のこども園の皆さんと重機体験会を行っ
た。地域コミュニケーションを大切にし、継続していきたい。

近隣大学での企業説明・トークセッション等の大学生との交流、
高校生のインターンシップ、中学生の職場体験学習の受け入れを

行い、建設業の魅力を伝えている。

工事部・管理部が参加し、工事現場の安全対策について考えた。
重機の旋回範囲の再確認やグループワークも取り入れ、今後も安全第一で仕事に取り組む決意が出来た。

社会貢献

月1回以上は会社周辺の清掃活動を継続している。
資材搬入経路の適正化を図るため、各現場の経路図を作成し、

いつでも誰でも確認できるように社内に設置している。

地域の清掃活動

安全訓練

建設工事現場における環境への配慮
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１０．環境関連法規等の順守状況の確認

当社が関係する環境関連法規の順守状況を令和8年7月31日にチェックリストにて
確認した結果、当社における主な環境関連法規への違反はありませんでした。
また、過去3年間においての違反の指摘と訴訟もありませんでした。

＜主な環境関連法規＞
・廃棄物処理法 ・土壌汚染対策法
・建設リサイクル法 ・グリーン購入法
・騒音・振動規制法 ・浄化槽法
・水質汚濁防止法 ・家電リサイクル法
・大気汚染防止法 ・小型家電リサイクル法
・オフロード法 ・自動車リサイクル法
・フロン排出抑制法 ・道路交通法

１１．代表者による見直しと評価

●見直しについて
経営方針については継続して取り組んでいきます。
目標については、排水量の削減において水道水使用量の過去5年平均値が古い為、
新しい平均値へと変更し目標の変更を行いました。
また、対比年度を令和4年度としていましたが、3年経過した為に令和7年度を
基準年度とするように変更します。

●評価について

三浦国土建設株式会社
代表取締役社⻑ 三浦 宏之

全体の二酸化炭素排出量は目標対比で130.8％と増加しており、目標達成できま
せんでした。
社内ＩＴ化に伴う電気機器の増加や工事現場が遠方である等の可能性が考えられ
るため、社員一人一人が無理せずにできる範囲でのエコ活動の呼びかけを行う必
要があります。
引き続き、活動内容の再確認・再検討を行いながら、環境に配慮した活動を継続
していきます。また、定期的に具体的なエコ活動の取組方法を社員へ発信し、節
約への取組を継続していきます。
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